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緑膿菌 が脾脱病菌,コ レラ菌 その他の細菌 に封 して顯 著 なる拮抗作 用を有す ることは古,く よ
O知 られナこ所 であつ て,試 験管内のみな らす生龍 内で も讃明 されて ゐる-從 つて その機縛 を聞
明せん との企圖 も少 くは な く,或 は その本態 を溶菌性酵素檬物質,類 脂質,ア ンチヴィールス
(Antivirus),バ クテ リォファージ(Bact6riophage)等1こ 求 めん とす る墨者 もあるが未だ 一般の
承認 を得 るには至 を,ない.就 し乍 ら本菌産生 の殺菌物質 は普通 一般 には ピオチアナ ーゼ(Py(>
cyanase)と 構 せ られ て化膿性 疾患の 治療等に も使用 され てゐ るもので ある.
 一方緑膿菌 はピオチア ニン(PyOCyanin)と 名 け られ る緑色色素 を産生す る.こ れ はOxy-
phenazinに 属す ると老へ られ る濃 藍色 針駄結晶 として析 出せ しめ ることが出來 る.
 吾 々は先 づPyocyaninを 製出 して その各種細菌 に封す る殺菌作 用を検査 し,更 にそのこ三
誘導1禮に就て も同様の槍査 を行 ひ,所 謂Pyocyanase殺 菌作 用の本 態を究明せん と したので
あ る.
  ビオチアニ ン及 び誘 導髄 の製 出
 1.Pyocya賎in 緑膿菌 のPyocyanin産 生能 は菌株 に よって差 があ るが故 に,豫 め實 験
によつて産生能 の大 なる菌 株5種 を逡 び,寒 天培養基 に培養24時 闇の後更 に2日 間室温 に放 置
し,基 質の彊 く緑 色 となれ るものを材料 とし,凡 そWredeStrack法 に準擦 して製 出 しナこ.10
立 の寒天 を使用 して再結 晶に よつ て570鑑 の融黙133℃ の針歌乃至板朕濃藍色の結晶を得た.
 2.Pyorubin I Pyocyaninを アル カ リ性 にて加熱 して 中和す る.
 3.HemipyocyaRin Pyocyaninを2%苛性曹達 に溶解 し加熱後酷酸 にて僅 かに酸性 と
す る時 に析出す る.再 結 晶にて融 瓢155℃.
 以上は何 れ も生理 的食瞳水に溶解 し種 々の稀羅液 として殺 菌試験に供 す る.封 照 と してPyo-
cyaninを 有含せ ざるPyocyanaseを 使 用 しナこが,之 れは水 に不溶 なるが故 に食 盤水にて乳
濁液 として用 に供 した.
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  殺菌試験並に成績             I
 A.平 板寒天に各種の細菌を塗抹 し(肺 炎菌,ヂ フテ リー菌には血液寒天使用),踊 化カル
シウムにて適度に乾燥せしめたる後に上記各物質の各種稀繹液(10-20000倍)の1滴 宛を細菌
塗抹部に滴下 し,24-48時 間培養後滴下部に菌獲育の有無を検する.
 本法によつて次の如 き成績が得 られた(激 字及表略).
 i)Pyocyaninは 線膿菌以外の細菌に封 して強度の殺菌性を有する.特 に芽胞菌に封 して殺
菌性が強い.
 ii)Pyorubin I, Hemipyocyaninの 爾者は凡そ相似たる強さの殺菌作用を有するが, Pyo-
cyaninの 夫れには及ばない.
 ili)所 謂Pyocyanaseの 殺菌作用はPyocyaninに 比 し}C遙かに低位にある.
 B.各 液の濃度と殺菌作用獲揮との時間的關係を知 るには,各 液の一定量に菌液の一定量を
加へて37℃ に置き,時 間的にその一定量宛を探つて卒板培養を行ひ,生 する細菌i聚落数を計
算する方法を探用 した.
 本法によつて前法の成績を更に確認 し詳知す ることを得た.
                  結   論
 從來緑膿菌より製 してPyocyanaseと 名け られたる殺菌性物質の本態を究める目的を以て
該菌よりPyocyaninな る色素 とPyocyanin無 き部分 とを製出 し,樹 前者よりその誘導禮を
作つて夫 々の殺菌作用を比較研究す るに,殺 菌作用はそ0)何れにも存在するがPシocyaninに
於て殊に顯著で,10000倍 稀繹液 も省 よく諸種の細菌に封 して殺菌作用を獲揮する.就 中脾脱
疸菌,枯 草菌の如 き抵抗大なる芽胞を有する細菌 に封 して殺菌性が彊度である.斯 くの如 く細
菌産生色素に強力の殺菌作用の存することは楓 こ類例の無い所である.而 して古來Pyocyan鞠
aseと 稻へたる殺菌性物質はPyocyaninと 之れを含 まざる物質との混合であつて,そ の殺菌
作用の本態は寧ろPyocyaninの 殺菌性にあることを明 らかに したのである・
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